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H．調査地の概況　Ubersicht廿ber　das　U蹴ersuchungsgebiet

1．　気 候　Kllima

　江の島における気候ダイアグラム（climaもe　diagram；1〈limadiagramme）がFig．2に示され

ている。江の島は太平洋に面した相模湾に浮かぶ島であるが，湾頭に位置する陸繋島であるため

β本海流（暖流）の影響が弱い。そのため東に位置する三浦半島と比較してやや冷涼な気候下に

ある。江の島中央の植物園内に無人気象観測所が設置された1978年から1983年までの記録では年

平均気温は14．7。Cで，対岸である藤沢市付近に近い。最寒月である1月の月平均気温は5．2。C，

日最：低気温の月平均は1．4。Cである。最月月の8月の月平均気温は24．8。C，日最高気温の月平

均は28，0。Cである。暖かさの指数（温量指数）は116．4で照葉樹林の領域（85～180）の中ではや

や冷涼である。寒さの指数は0となる。最低気温極値は年ごとの変動が大きいが1978～1983年の

5年間では1982年1月30日の一3．5。C，ついで1983年1月23日目一2，90Cが最低値である。
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　　　　　　　　　　　　　Fig，2　江の島の気候ダイアグラム

　　　　　　　　　　　　　　Klimadiagramm　der工nsel　Enoshi趙a

　降水：量は台風の通過，不通過などによる年度毎の降水量の変化が大きい。年降水量は1980年で

1730mm，198圭年が1373mm，1982年は1779mmで，ここ6年間の平均では1489mlnであ

る。月降水量は秋雨期の9月に多く200mmを越える。ついで10月（178mm），そして梅雨期の
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7月（159mm）である。最低となる12月は44mmとなる。植物の生長が開始される春季の降水量

は高く3月，4月ともに約145mmで梅雨期についで高いのが特徴的である。

　風速は湾頭部であるため弱く年平均1．7m／sで，年間を通じ変動は少ない。卓越風は夏季5～

8月が南西風，秋，冬，春の9～4月が北東風である。台風は江の島を直撃することは稀である

が，付近を通過する際に海水の飛沫が吹き上げられ，そのため特に島西部のタブノキやクロマツ

の馬木が葉を落としている（Fig．8のタブノキ）。

2．　地形・地質　田opographie　und　Geologie

　江の島は長さ約600mの砂嚇（陸繋砂州；トンボロ）によって陸続きとなっている陸繋島であ

る。江の島は大別して西部と中央部に分離された2つの台地と，東部の埋めたて地から形成され

ている。台地は西部の高地が標高約52m，中央部の高地が約6Gmで台地上はほとんど平坦となっ

ている。江の島周囲は海食：崖が形成されている。外洋に面し波浪の強い南側の海食崖では新しい

侵食面が40～50mの比高でみられる。この海食崖周辺はイソギクーハチジョウススキ群集の生育

地となっている。海食：崖の下は海食台で占められている。島南部に広く陸化している海食台は

1923年の関東大地震の際に約1m隆起して海面上に表われたものである。現在湘南港や婦人総合

文化センターの敷地となっている島東部の埋め立て地は1964年東京オリンピックの際に作られた

ものである。それ以前は島南部と同じ海食台が露出し，豊富な磯の生物がみられた所であった。

島南部の海食崖の基部には海食洞が3ケ所みられる。この海食洞は岩屋と呼ばれ最近まで財界の

見学が許されていた。江の島は中央が著しくくびれている。このくびれは「山二つ」と呼ばれて

いるが，このくびれを形成している南面からの急峻な谷は大きな海食洞がくずれおちたものとさ

れている。

　江の島は基盤の大部分が第三紀中新世の葉山層群砂岩泥岩凝灰岩互層が占めている。また一部

やはり第三紀中新世の江の島凝灰岩質互層が，島北部児玉神社周辺や聖天島の基盤となってい

る。江の島凝灰岩質互層の上には第四紀洪積世の竜口寺礫層がみられる。これら葉山層群や竜口

寺礫層の上に全域にわたり富士，箱根火山を起源とした関東ローム層が約20m堆積している。島

爾面の比高約5Gmの海食崖では下部40mは葉山層群の砂岩泥岩凝灰岩互層で占められ，イソギ

クーハチジョウススキ・群集がわずかなテラス地に生育し，他は白い裸地となっている。上部10m

ほどはローム層が露出しておりアズマネザサが優勢に生育している。

3．植生概観　Ubersich亡恥er　die　Vegetation

　江の島は江戸時代以前から大衆的な行楽地として栄えていたにもかかわらず，江の島神枇の神

域として，紺岸の片瀬竜口寺とともに自然景観がよく保存されている。江の島神社中津宮，辺津

宮，奥津宮の周辺には林分こそ形成していないが胸高直径5G～10Gcmのスダジイやタブの巨木

が随所にみられる。江の島神社の位：置する台地上はくびれによって島西部台地，島中央部台地に
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Fig．3　ヤブツパキ群落（上部），ミツバアケビーアズマネザサ群落（下部）の発

　　　　達する天台山（27．3m）。

Auf　dem　Tendai－san（27．3m哲．NN）enもwickelte　Cα〃zθ♂磁ゴ砂侃ゼ6α一Gesellschaft（oben）und

オんθ配α”げ。♂ゴαどα一P♂θゼ。δんじ∫編εo乃魏。－Gesellschaft（unten）．

分離されている。いずれの台地上もみやげもの屋などの住宅地と神社境内の植栽地，園地などで

占められている。島中央の台地は江の島植物園が位置しシバ草地や，園芸種の植栽地となってい

る。島西部台地は竜野が岡という平坦地が広がり，シャリンバイやトベラの植栽地がみられるが

大半はアズマネザサーススキ群集や，ヒメジ。オンーヨモギ群落などの二次遷移初期の植生に

より覆われている。これら台地上にはスダジイ，タブノキ，モチノキなどの高木は多数見られる

が，いずれも林床植生を伴なわず，単木状で生育するにとどまっている。江の島島内で森林植生

が残存しているのは台地から海食崖へ移行する斜面である。島南面は！923年（関東大地震）ま

で海食崖はさかんに侵食を受けていたため斜面面積は少ないがヤブコウジースダジイ群集，イノ

データブノキ群集が残存生育している。それら森林植生の外縁部にはミツバアケビーアズマネザ

サ群落，アズマネザサーススキ群集が生育し，断崖地のイソギク一一チジ。ウススキ群集へ移行

している。島北面は海食崖の侵食は弱く，斜面面積は広い。しかし島中央部の北面では，周遊道

が建設，整備されたため特に谷部のイノデータブノキ・群集の立地が破壊され，林床植生が失なわ

れたり，ナンバンキブシーカラスザンシ。ウ群落のような夏緑林に置き代わっている。尾根部の

ヤブコウジースダジイ群集は林分，立地ともに良く残されている。島西部台地の北斜面は奥津宮
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付近のゴミ焼却場からの煙害やゴミ投棄のためやはり谷部を中心に高木が枯死し，疎林化し，林

床に土砂，ゴミ等が流入している。また年間を通じて大勢の釣り客が近道のためこの斜面を利用

し，スダジイ，モチノキなどの林床は歩道化し，またアズマネザサなどが侵入している。わずか

に島西端，奥津宮西部は人の立ち入りが少なく，イノデータブノキ群集が残存している。島東部

を広く占める埋立て地内は，聖天島と呼ばれる元の岩礁上にマサキートベラ群集が生育する以外，

裸地や建築物地などの無植生地により占められている。現在婦人総合センターが建築された土地

には植生調査開始当時（1981年），コマツヨイグサーギョウギシバ群落などが生育していたが，

現在は失なわれている。このように緑の島江の島は，：景観的に，また航空写真などでの観察では

台地を中心に自然：景観がよく保たれた島であるが，長年の人為的な干渉によって植物群落的には

大きく撹乱を受け，荒廃してきている。

　江の島の対岸である藤沢市，鎌倉市の沿海部はおおむね市街化地域となっている。わずかに片

瀬竜口寺にヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ・群集（宮脇・藤原・鈴木・原田1971，

宮脇・藤原・村上1984），稲村ケ崎にマサキートベラ群集の残存自然林分がみられる。鵠沼海岸，

片瀬海岸，腰越海岸などの砂浜は海水浴客やサーファーらの踏み荒らしのため無植生化してお

り，砂丘植生は辻堂東海岸でコウボウムギ群落，ケカモノハシ群落などの小植分が観察されるに

すぎない。砂丘地の背後はクロマツ防風林が帯状にみられる。また腰越付近の丘陵地にはオニシ

バリーコナラ群集ほかの夏緑広葉樹二次林（宮脇・原田ほか1973）やアズマネザサ植分が住宅地

などの間隙に生育している。


